
幹事報告
　　　　　　 船越良則 幹事

◎2025年2月のロータリーレートは、1ドル154円です。
◎南雲ガバナー事務所より 
　「ガバナー月信 2月号発行のお知らせ」
◎地区米山記念奨学委員会より 
　「米山記念奨学期間終了者の終了式・歓送会のご案内」
　　日　時　3月 1日（土）　12：30～15：00
　　会　場　ホテルイタリア軒
◎田上あじさいRCより 
　「創立30周年記念式典のご案内」
　　日　時　3月30日（日）　14：30～17：20
　　会　場　湯田上温泉ホテル小柳
◎次週12日（水）は、休会です。19日（水）は、夜例会「新
年会」です。新年会ご欠席の方は事務局で記帳または
他クラブでメークアップをお願いいたします。
◎本日、確定申告用の寄付金領収証をお配りいたしました。
　再発行できませんので、申告時まで大切に
保管してください。
◎2025-26年度版ロータリー手帳の購入希望者を回覧
致します。ご希望の方は○印をお付けください。
 （経費はクラブで負担いたします。）
　    

ニコニコBOX　
渡辺良一会長
　JPCZが発生し、今日より大雪の予報です。皆様く
れぐれも気を付けてください。
　竹石様、卓話楽しみにしております！
荻根澤隆雄さん
　2月4日‼ 例年の誕生日は「立春」なのに、今年は立春
ではありませんでした。気分が半減、年のせいかも。

中村和彦さん
　今日は除雪があると思います。不要不急を考慮し
て家にいましょう。
野崎喜一郎さん
　強い寒波が来ました。ほどほどにしてもらいたい
です。これが最後になることを願っています。
早川滝徳さん
　この雪の降り方をみますと、33時間立ち往生した
ことを思い出します。高速に乗る際はガソリン満
タンを心がけましょう。

伊藤浩志さん
　念願の高知の坂本龍馬記念館に行って来ました。
感激しました。
吉井直樹さん
　雪の降る中、皆さんと会えることがうれしいで
す。本日竹石様よろしくお願いいたします。
白倉徳幸さん、中村友昭さん、小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、近藤雄介さん、重山直明さん、
杉山幸英さん、清水泰生さん、渡部　宏さん、
高橋　司さん、松永一義さん、柳取崇之さん、
小越憲泰さん、船越良則さん、嘉瀬一洋さん、
高橋俊樹さん、小林吾郎さん、飯塚一樹さん、
齊藤真澄さん、安達俊明さん、歸山　肇さん、
長谷川正実さん、松永隆夫さん、山田富義さん、
丸山行彦さん
　竹石幸織様を心より歓迎申し上げます。
　本日は卓話よろしくお願いいたします。

　　　　　　　   　 　 2月 5日分　　￥  32,000
　　　　　　　  　　　 今年度累計　　￥815,000

　
　　　　　卓話
　　　　　「みんなが働きやすい
　　　　　社会の実現のために
　　　　　出来ること」

およぐペンギン  代表 竹石幸織 様

会長挨拶
　　　　　　　　　渡辺良一 会長
　皆さんこんにちは。ご挨拶いたします。
　新潟県内はJPCZ（日本海寒帯気団収束
帯）の発生により大雪になる恐れがある
と、新潟地方気象台が発表しています。特
に今日より明日にかけて、全県で警報級の
大雪となる可能性が高いとしています。

　広域で国道や高速道路が通行止めになりかねないとして、
関係機関が大雪時は外出を控えるよう呼びかけています。そ
こで、思い出すのは大雪に遭遇した際の早川さんのご苦労で
す。皆様もくれぐれもお気を付けください。
　本日の話題です。
湯田上温泉
　1738年に開湯。護摩堂山の修行僧が入浴し「薬師の湯」と呼
ばれた。
　文化九年（1812）以降の『諸国温泉功能鑑』に、越後国の5つ
の代表的な温泉と記されている。天保十四年（1843）には、新
発田藩士らによって湯治に利用。湯元は円福院（真言宗）支配
の薬師堂の下にあり古くから鉱泉が湧いていた｡ ここで修行
した修験者（山伏）達が修行の身を癒すために使ったのが湯田
上温泉の始まりと言われている｡湯屋の支配をめぐって村役
人と円福院との間で争いとなってしまった｡元文3年（1738）3
月に新発田藩の決定が下り､寺側の願いを排して円福院は湯
元権のみを確保､湯屋の支配は村方となった｡効能の高さから

付いた名前が「薬師の湯」｡土用の丑の日にこの湯に
つかると一年間病気知らずとも言われ､今も地元の人
は丑湯で健康を祈願とするという｡源泉は飲むことが
でき､特に糖尿病や肥満にお勧めという｡昭和35年
（1960）頃の湯田上温泉は20数軒もの旅籠（はたご）
があり､芸妓（げいこ）は40人を数えるにぎやかな温
泉街だった｡
　もう一つの話題は、田巻家（田巻七郎兵衛家）です。
　田巻家の所有は1300町歩２千６百石に及び、弥彦
神社まで他人の土地を踏まずに行けたとの逸話を持
つ。小作人2794人の大地主まで発展し名字帯刀が許
され４人扶持の士分の格式を持っていました。田巻
七郎兵衛家は原田巻と呼ばれる豪農で、同じく田上
の豪農として知られた田巻三郎兵衛家（本田巻家）の
分家にあたります。
　原田巻家の豪農振りは目覚ましいものがあり、他
県では信じられない程で江戸末期の4代目、5代目の
頃には約1300町歩の田畑を所有程の規模の豪農に
なった。苗字帯刀御免で四人扶持格の士分を得てい
た。藩に対して相当に金銭的な貢献をした。
椿寿荘
　原田巻家の別宅で、大正3年から7年まで約3年半の
歳月をかけて完成させたものである。現在の建物は
大正７年（1918）、７代目七郎兵衛が離れ座敷（椿寿
荘）として建てたもので当時、日本三名工の１人に
数えられた井波町（現在の富山県南砺市）出身の宮大
工松井角平を棟梁として迎え壮大な豪農の館が完成
しました。
　椿寿荘に行かれた事ある人は大勢いらっしゃると
思います、もしまだの方がいらっしゃったら、ぜひ
一度見学に行って頂きたいと思います。一般に豪農
と称された地主の存在は明治以降に顕著となるもの
であるが、新潟県においては幕末期、既に千町歩を
超す広大な田畑を所有する巨大地主が5家も存在して
いたといいます。

【参考】　新潟県の豪農
（新潟市）   伊藤文吉邸　　　 1385町歩
（関川村）   渡辺邸　　　　 　 400町歩　　
（新発田市）市島邸　    　  　1466町歩
（新潟市）　笹川邸   　　　  　800町歩　　
（田上町）　田巻七郎兵衛家   1260町歩
（長岡市）　長谷川邸   　　　  202町歩
（阿賀野市）斎藤実寿邸 　　  1226町歩

　1999年に新源泉の開発が行われ「田上ごまどう温
泉」として開湯した。
　会長挨拶を終わります。
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ロータリーはステージ•
みんなが輝く！

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

【ゲスト】
・およぐペンギン 代表　竹石幸織 様
【先週のメークアップ】
［1.30］長岡西RCへ
・田久保良さん
［1.30］三条東RCへ
・石橋育於さん、　相場弘介さん、
・中村和彦さん、　丸山行彦さん、
・五十嵐晋三さん
［2.3］三条南RCへ
・松永隆夫さん

27
2025.2.5（No.3232)

■本日の出席会員数：57名中38名
■先々週出席率：78.57％

2024～2025



幹事報告
　　　　　　 船越良則 幹事

◎2025年2月のロータリーレートは、1ドル154円です。
◎南雲ガバナー事務所より 
　「ガバナー月信 2月号発行のお知らせ」
◎地区米山記念奨学委員会より 
　「米山記念奨学期間終了者の終了式・歓送会のご案内」
　　日　時　3月 1日（土）　12：30～15：00
　　会　場　ホテルイタリア軒
◎田上あじさいRCより 
　「創立30周年記念式典のご案内」
　　日　時　3月30日（日）　14：30～17：20
　　会　場　湯田上温泉ホテル小柳
◎次週12日（水）は、休会です。19日（水）は、夜例会「新
年会」です。新年会ご欠席の方は事務局で記帳または
他クラブでメークアップをお願いいたします。
◎本日、確定申告用の寄付金領収証をお配りいたしました。
　再発行できませんので、申告時まで大切に
保管してください。
◎2025-26年度版ロータリー手帳の購入希望者を回覧
致します。ご希望の方は○印をお付けください。
 （経費はクラブで負担いたします。）
　    

ニコニコBOX　
渡辺良一会長
　JPCZが発生し、今日より大雪の予報です。皆様く
れぐれも気を付けてください。
　竹石様、卓話楽しみにしております！
荻根澤隆雄さん
　2月4日‼ 例年の誕生日は「立春」なのに、今年は立春
ではありませんでした。気分が半減、年のせいかも。

中村和彦さん
　今日は除雪があると思います。不要不急を考慮し
て家にいましょう。
野崎喜一郎さん
　強い寒波が来ました。ほどほどにしてもらいたい
です。これが最後になることを願っています。
早川滝徳さん
　この雪の降り方をみますと、33時間立ち往生した
ことを思い出します。高速に乗る際はガソリン満
タンを心がけましょう。

伊藤浩志さん
　念願の高知の坂本龍馬記念館に行って来ました。
感激しました。
吉井直樹さん
　雪の降る中、皆さんと会えることがうれしいで
す。本日竹石様よろしくお願いいたします。
白倉徳幸さん、中村友昭さん、小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、近藤雄介さん、重山直明さん、
杉山幸英さん、清水泰生さん、渡部　宏さん、
高橋　司さん、松永一義さん、柳取崇之さん、
小越憲泰さん、船越良則さん、嘉瀬一洋さん、
高橋俊樹さん、小林吾郎さん、飯塚一樹さん、
齊藤真澄さん、安達俊明さん、歸山　肇さん、
長谷川正実さん、松永隆夫さん、山田富義さん、
丸山行彦さん
　竹石幸織様を心より歓迎申し上げます。
　本日は卓話よろしくお願いいたします。

　　　　　　　   　 　 2月 5日分　　￥  32,000
　　　　　　　  　　　 今年度累計　　￥815,000

　
　　　　　卓話
　　　　　「みんなが働きやすい
　　　　　社会の実現のために
　　　　　出来ること」

およぐペンギン  代表 竹石幸織 様

会長挨拶
　　　　　　　　　渡辺良一 会長
　皆さんこんにちは。ご挨拶いたします。
　新潟県内はJPCZ（日本海寒帯気団収束
帯）の発生により大雪になる恐れがある
と、新潟地方気象台が発表しています。特
に今日より明日にかけて、全県で警報級の
大雪となる可能性が高いとしています。

　広域で国道や高速道路が通行止めになりかねないとして、
関係機関が大雪時は外出を控えるよう呼びかけています。そ
こで、思い出すのは大雪に遭遇した際の早川さんのご苦労で
す。皆様もくれぐれもお気を付けください。
　本日の話題です。
湯田上温泉
　1738年に開湯。護摩堂山の修行僧が入浴し「薬師の湯」と呼
ばれた。
　文化九年（1812）以降の『諸国温泉功能鑑』に、越後国の5つ
の代表的な温泉と記されている。天保十四年（1843）には、新
発田藩士らによって湯治に利用。湯元は円福院（真言宗）支配
の薬師堂の下にあり古くから鉱泉が湧いていた｡ ここで修行
した修験者（山伏）達が修行の身を癒すために使ったのが湯田
上温泉の始まりと言われている｡湯屋の支配をめぐって村役
人と円福院との間で争いとなってしまった｡元文3年（1738）3
月に新発田藩の決定が下り､寺側の願いを排して円福院は湯
元権のみを確保､湯屋の支配は村方となった｡効能の高さから

付いた名前が「薬師の湯」｡土用の丑の日にこの湯に
つかると一年間病気知らずとも言われ､今も地元の人
は丑湯で健康を祈願とするという｡源泉は飲むことが
でき､特に糖尿病や肥満にお勧めという｡昭和35年
（1960）頃の湯田上温泉は20数軒もの旅籠（はたご）
があり､芸妓（げいこ）は40人を数えるにぎやかな温
泉街だった｡
　もう一つの話題は、田巻家（田巻七郎兵衛家）です。
　田巻家の所有は1300町歩２千６百石に及び、弥彦
神社まで他人の土地を踏まずに行けたとの逸話を持
つ。小作人2794人の大地主まで発展し名字帯刀が許
され４人扶持の士分の格式を持っていました。田巻
七郎兵衛家は原田巻と呼ばれる豪農で、同じく田上
の豪農として知られた田巻三郎兵衛家（本田巻家）の
分家にあたります。
　原田巻家の豪農振りは目覚ましいものがあり、他
県では信じられない程で江戸末期の4代目、5代目の
頃には約1300町歩の田畑を所有程の規模の豪農に
なった。苗字帯刀御免で四人扶持格の士分を得てい
た。藩に対して相当に金銭的な貢献をした。
椿寿荘
　原田巻家の別宅で、大正3年から7年まで約3年半の
歳月をかけて完成させたものである。現在の建物は
大正７年（1918）、７代目七郎兵衛が離れ座敷（椿寿
荘）として建てたもので当時、日本三名工の１人に
数えられた井波町（現在の富山県南砺市）出身の宮大
工松井角平を棟梁として迎え壮大な豪農の館が完成
しました。
　椿寿荘に行かれた事ある人は大勢いらっしゃると
思います、もしまだの方がいらっしゃったら、ぜひ
一度見学に行って頂きたいと思います。一般に豪農
と称された地主の存在は明治以降に顕著となるもの
であるが、新潟県においては幕末期、既に千町歩を
超す広大な田畑を所有する巨大地主が5家も存在して
いたといいます。

【参考】　新潟県の豪農
（新潟市）   伊藤文吉邸　　　 1385町歩
（関川村）   渡辺邸　　　　 　 400町歩　　
（新発田市）市島邸　    　  　1466町歩
（新潟市）　笹川邸   　　　  　800町歩　　
（田上町）　田巻七郎兵衛家   1260町歩
（長岡市）　長谷川邸   　　　  202町歩
（阿賀野市）斎藤実寿邸 　　  1226町歩

　1999年に新源泉の開発が行われ「田上ごまどう温
泉」として開湯した。
　会長挨拶を終わります。

2



幹事報告
　　　　　　 船越良則 幹事

◎2025年2月のロータリーレートは、1ドル154円です。
◎南雲ガバナー事務所より 
　「ガバナー月信 2月号発行のお知らせ」
◎地区米山記念奨学委員会より 
　「米山記念奨学期間終了者の終了式・歓送会のご案内」
　　日　時　3月 1日（土）　12：30～15：00
　　会　場　ホテルイタリア軒
◎田上あじさいRCより 
　「創立30周年記念式典のご案内」
　　日　時　3月30日（日）　14：30～17：20
　　会　場　湯田上温泉ホテル小柳
◎次週12日（水）は、休会です。19日（水）は、夜例会「新
年会」です。新年会ご欠席の方は事務局で記帳または
他クラブでメークアップをお願いいたします。
◎本日、確定申告用の寄付金領収証をお配りいたしました。
　再発行できませんので、申告時まで大切に
保管してください。
◎2025-26年度版ロータリー手帳の購入希望者を回覧
致します。ご希望の方は○印をお付けください。
 （経費はクラブで負担いたします。）
　    

ニコニコBOX　
渡辺良一会長
　JPCZが発生し、今日より大雪の予報です。皆様く
れぐれも気を付けてください。
　竹石様、卓話楽しみにしております！
荻根澤隆雄さん
　2月4日‼ 例年の誕生日は「立春」なのに、今年は立春
ではありませんでした。気分が半減、年のせいかも。

中村和彦さん
　今日は除雪があると思います。不要不急を考慮し
て家にいましょう。
野崎喜一郎さん
　強い寒波が来ました。ほどほどにしてもらいたい
です。これが最後になることを願っています。
早川滝徳さん
　この雪の降り方をみますと、33時間立ち往生した
ことを思い出します。高速に乗る際はガソリン満
タンを心がけましょう。

伊藤浩志さん
　念願の高知の坂本龍馬記念館に行って来ました。
感激しました。
吉井直樹さん
　雪の降る中、皆さんと会えることがうれしいで
す。本日竹石様よろしくお願いいたします。
白倉徳幸さん、中村友昭さん、小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、近藤雄介さん、重山直明さん、
杉山幸英さん、清水泰生さん、渡部　宏さん、
高橋　司さん、松永一義さん、柳取崇之さん、
小越憲泰さん、船越良則さん、嘉瀬一洋さん、
高橋俊樹さん、小林吾郎さん、飯塚一樹さん、
齊藤真澄さん、安達俊明さん、歸山　肇さん、
長谷川正実さん、松永隆夫さん、山田富義さん、
丸山行彦さん
　竹石幸織様を心より歓迎申し上げます。
　本日は卓話よろしくお願いいたします。

　　　　　　　   　 　 2月 5日分　　￥  32,000
　　　　　　　  　　　 今年度累計　　￥815,000

　
　　　　　卓話
　　　　　「みんなが働きやすい
　　　　　社会の実現のために
　　　　　出来ること」

およぐペンギン  代表 竹石幸織 様

会長挨拶
　　　　　　　　　渡辺良一 会長
　皆さんこんにちは。ご挨拶いたします。
　新潟県内はJPCZ（日本海寒帯気団収束
帯）の発生により大雪になる恐れがある
と、新潟地方気象台が発表しています。特
に今日より明日にかけて、全県で警報級の
大雪となる可能性が高いとしています。

　広域で国道や高速道路が通行止めになりかねないとして、
関係機関が大雪時は外出を控えるよう呼びかけています。そ
こで、思い出すのは大雪に遭遇した際の早川さんのご苦労で
す。皆様もくれぐれもお気を付けください。
　本日の話題です。
湯田上温泉
　1738年に開湯。護摩堂山の修行僧が入浴し「薬師の湯」と呼
ばれた。
　文化九年（1812）以降の『諸国温泉功能鑑』に、越後国の5つ
の代表的な温泉と記されている。天保十四年（1843）には、新
発田藩士らによって湯治に利用。湯元は円福院（真言宗）支配
の薬師堂の下にあり古くから鉱泉が湧いていた｡ ここで修行
した修験者（山伏）達が修行の身を癒すために使ったのが湯田
上温泉の始まりと言われている｡湯屋の支配をめぐって村役
人と円福院との間で争いとなってしまった｡元文3年（1738）3
月に新発田藩の決定が下り､寺側の願いを排して円福院は湯
元権のみを確保､湯屋の支配は村方となった｡効能の高さから

付いた名前が「薬師の湯」｡土用の丑の日にこの湯に
つかると一年間病気知らずとも言われ､今も地元の人
は丑湯で健康を祈願とするという｡源泉は飲むことが
でき､特に糖尿病や肥満にお勧めという｡昭和35年
（1960）頃の湯田上温泉は20数軒もの旅籠（はたご）
があり､芸妓（げいこ）は40人を数えるにぎやかな温
泉街だった｡
　もう一つの話題は、田巻家（田巻七郎兵衛家）です。
　田巻家の所有は1300町歩２千６百石に及び、弥彦
神社まで他人の土地を踏まずに行けたとの逸話を持
つ。小作人2794人の大地主まで発展し名字帯刀が許
され４人扶持の士分の格式を持っていました。田巻
七郎兵衛家は原田巻と呼ばれる豪農で、同じく田上
の豪農として知られた田巻三郎兵衛家（本田巻家）の
分家にあたります。
　原田巻家の豪農振りは目覚ましいものがあり、他
県では信じられない程で江戸末期の4代目、5代目の
頃には約1300町歩の田畑を所有程の規模の豪農に
なった。苗字帯刀御免で四人扶持格の士分を得てい
た。藩に対して相当に金銭的な貢献をした。
椿寿荘
　原田巻家の別宅で、大正3年から7年まで約3年半の
歳月をかけて完成させたものである。現在の建物は
大正７年（1918）、７代目七郎兵衛が離れ座敷（椿寿
荘）として建てたもので当時、日本三名工の１人に
数えられた井波町（現在の富山県南砺市）出身の宮大
工松井角平を棟梁として迎え壮大な豪農の館が完成
しました。
　椿寿荘に行かれた事ある人は大勢いらっしゃると
思います、もしまだの方がいらっしゃったら、ぜひ
一度見学に行って頂きたいと思います。一般に豪農
と称された地主の存在は明治以降に顕著となるもの
であるが、新潟県においては幕末期、既に千町歩を
超す広大な田畑を所有する巨大地主が5家も存在して
いたといいます。

【参考】　新潟県の豪農
（新潟市）   伊藤文吉邸　　　 1385町歩
（関川村）   渡辺邸　　　　 　 400町歩　　
（新発田市）市島邸　    　  　1466町歩
（新潟市）　笹川邸   　　　  　800町歩　　
（田上町）　田巻七郎兵衛家   1260町歩
（長岡市）　長谷川邸   　　　  202町歩
（阿賀野市）斎藤実寿邸 　　  1226町歩

　1999年に新源泉の開発が行われ「田上ごまどう温
泉」として開湯した。
　会長挨拶を終わります。
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前団体として「市長と話そう」という名前で令和４年４月から

活動を始める。

① ４月２１日「滝沢市長との座談会」

② 月 日「総合サポートシステム説明会」

③ 月 日 三条市子どもサポートセンターの方々と交流会

④ 月 日 「市長と話そう」交流会

会員の皆さんと話し合い「およぐペンギン」として、令和５年１月

から活動することを確認する。

• 令和５年

① １月 日「心理士によるミニ勉強会」

② ２月 日「およぐペンギン交流会」

③ ３月 日「長岡聾学校普通科について」勉強会

④ ４月 日「およぐペンギン交流会」

⑤ ５月 日「発達クリニックぱすてる 和田先生によるミニ講演

会」

⑥ ６月 日「およぐペンギン交流会」

⑦ ６月 日「およぐペンギン交流会 滝沢市長と話そう」

⑧ ７月 日「およぐペンギン交流会」

⑨ 月 日「心理士によるミニ講演会」

⑩ ９月 日「助産師による性教育ミニ講演会」

⑪ 月 日「子どもサポートシステム担当者との意見交換会」

⑫ 月 日「発達クリニックぱすてる 和田先生との交流会」

⑬ 月 日「およぐペンギン交流会」

・ 令和６年

① １月 日「長岡聾学校普通科について」勉強会

② ２月 日「およぐペンギン交流会」

③ ３月 日「およぐペンギン交流会 加茂市」

④ ３月 日「およぐペンギン交流会」

⑤ ４月 日「およぐペンギン交流会 佐藤心理士との交流会」

⑥ ５月 日「およぐペンギン交流会」

⑦ ６月 日「助産師による性教育ミニ講演会」

⑧ ７月 日「およぐペンギン交流会」

⑨ 月 日「佐藤心理士によるミニ講演会 ペアトレってなあに」

⑩ 月 日「およぐペンギン交流会」

⑪ 月 日「初共催講演会 保護者を孤立させないためにできるこ

と」 加茂

⑫ 月 日「山後 まどかさんとの交流会」

⑬ 月 日「初主催 およぐペンギン講演会発達障がいがある子の

保護者支援」 まちやま

⑭ 月 日「およぐペンギン勉強会 はじめての 」

⑮ 月 日「およぐペンギン交流会」

・ 令和 年

① 月 日「およぐペンギン特別編 医療的ケア児の保護者会」
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ご清聴ありがとうございました

発達特性のある方が働きやすい！
ということは・・・
実は、そこで働くみんなが
働きやすいということだと思います。

およぐペンギンはこれからも、
少しずつ正直に、前に進んでまいります。
その為には皆様のご理解、ご協力
ご支援のほど、宜しくお願い致します。



幹事報告
　　　　　　 船越良則 幹事

◎2025年2月のロータリーレートは、1ドル154円です。
◎南雲ガバナー事務所より 
　「ガバナー月信 2月号発行のお知らせ」
◎地区米山記念奨学委員会より 
　「米山記念奨学期間終了者の終了式・歓送会のご案内」
　　日　時　3月 1日（土）　12：30～15：00
　　会　場　ホテルイタリア軒
◎田上あじさいRCより 
　「創立30周年記念式典のご案内」
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◎本日、確定申告用の寄付金領収証をお配りいたしました。
　再発行できませんので、申告時まで大切に
保管してください。
◎2025-26年度版ロータリー手帳の購入希望者を回覧
致します。ご希望の方は○印をお付けください。
 （経費はクラブで負担いたします。）
　    

ニコニコBOX　
渡辺良一会長
　JPCZが発生し、今日より大雪の予報です。皆様く
れぐれも気を付けてください。
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白倉徳幸さん、中村友昭さん、小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、近藤雄介さん、重山直明さん、
杉山幸英さん、清水泰生さん、渡部　宏さん、
高橋　司さん、松永一義さん、柳取崇之さん、
小越憲泰さん、船越良則さん、嘉瀬一洋さん、
高橋俊樹さん、小林吾郎さん、飯塚一樹さん、
齊藤真澄さん、安達俊明さん、歸山　肇さん、
長谷川正実さん、松永隆夫さん、山田富義さん、
丸山行彦さん
　竹石幸織様を心より歓迎申し上げます。
　本日は卓話よろしくお願いいたします。

　　　　　　　   　 　 2月 5日分　　￥  32,000
　　　　　　　  　　　 今年度累計　　￥815,000

　
　　　　　卓話
　　　　　「みんなが働きやすい
　　　　　社会の実現のために
　　　　　出来ること」
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会長挨拶
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　皆さんこんにちは。ご挨拶いたします。
　新潟県内はJPCZ（日本海寒帯気団収束
帯）の発生により大雪になる恐れがある
と、新潟地方気象台が発表しています。特
に今日より明日にかけて、全県で警報級の
大雪となる可能性が高いとしています。

　広域で国道や高速道路が通行止めになりかねないとして、
関係機関が大雪時は外出を控えるよう呼びかけています。そ
こで、思い出すのは大雪に遭遇した際の早川さんのご苦労で
す。皆様もくれぐれもお気を付けください。
　本日の話題です。
湯田上温泉
　1738年に開湯。護摩堂山の修行僧が入浴し「薬師の湯」と呼
ばれた。
　文化九年（1812）以降の『諸国温泉功能鑑』に、越後国の5つ
の代表的な温泉と記されている。天保十四年（1843）には、新
発田藩士らによって湯治に利用。湯元は円福院（真言宗）支配
の薬師堂の下にあり古くから鉱泉が湧いていた｡ ここで修行
した修験者（山伏）達が修行の身を癒すために使ったのが湯田
上温泉の始まりと言われている｡湯屋の支配をめぐって村役
人と円福院との間で争いとなってしまった｡元文3年（1738）3
月に新発田藩の決定が下り､寺側の願いを排して円福院は湯
元権のみを確保､湯屋の支配は村方となった｡効能の高さから

付いた名前が「薬師の湯」｡土用の丑の日にこの湯に
つかると一年間病気知らずとも言われ､今も地元の人
は丑湯で健康を祈願とするという｡源泉は飲むことが
でき､特に糖尿病や肥満にお勧めという｡昭和35年
（1960）頃の湯田上温泉は20数軒もの旅籠（はたご）
があり､芸妓（げいこ）は40人を数えるにぎやかな温
泉街だった｡
　もう一つの話題は、田巻家（田巻七郎兵衛家）です。
　田巻家の所有は1300町歩２千６百石に及び、弥彦
神社まで他人の土地を踏まずに行けたとの逸話を持
つ。小作人2794人の大地主まで発展し名字帯刀が許
され４人扶持の士分の格式を持っていました。田巻
七郎兵衛家は原田巻と呼ばれる豪農で、同じく田上
の豪農として知られた田巻三郎兵衛家（本田巻家）の
分家にあたります。
　原田巻家の豪農振りは目覚ましいものがあり、他
県では信じられない程で江戸末期の4代目、5代目の
頃には約1300町歩の田畑を所有程の規模の豪農に
なった。苗字帯刀御免で四人扶持格の士分を得てい
た。藩に対して相当に金銭的な貢献をした。
椿寿荘
　原田巻家の別宅で、大正3年から7年まで約3年半の
歳月をかけて完成させたものである。現在の建物は
大正７年（1918）、７代目七郎兵衛が離れ座敷（椿寿
荘）として建てたもので当時、日本三名工の１人に
数えられた井波町（現在の富山県南砺市）出身の宮大
工松井角平を棟梁として迎え壮大な豪農の館が完成
しました。
　椿寿荘に行かれた事ある人は大勢いらっしゃると
思います、もしまだの方がいらっしゃったら、ぜひ
一度見学に行って頂きたいと思います。一般に豪農
と称された地主の存在は明治以降に顕著となるもの
であるが、新潟県においては幕末期、既に千町歩を
超す広大な田畑を所有する巨大地主が5家も存在して
いたといいます。

【参考】　新潟県の豪農
（新潟市）   伊藤文吉邸　　　 1385町歩
（関川村）   渡辺邸　　　　 　 400町歩　　
（新発田市）市島邸　    　  　1466町歩
（新潟市）　笹川邸   　　　  　800町歩　　
（田上町）　田巻七郎兵衛家   1260町歩
（長岡市）　長谷川邸   　　　  202町歩
（阿賀野市）斎藤実寿邸 　　  1226町歩

　1999年に新源泉の開発が行われ「田上ごまどう温
泉」として開湯した。
　会長挨拶を終わります。
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　　次々週例会　 3月　5日　　「会員卓話」　伊藤　浩志 会員

　　次 週 例 会　 2月26日　　「会員卓話」　田久保　良 会員

役　員 理　事
会 長 職 業 奉 仕

会 長 エ レ ク ト 社 会 奉 仕

副 会 長 国 際 奉 仕

幹 事 青 少 年 奉 仕

Ｓ Ａ Ａ 親 睦 ・ 出 席

会 計 プ ロ グ ラ ム

直 前 会 長 会 員 増 強

会 長 ノ ミ ニ ー 副 幹 事

副 Ｓ Ａ Ａ

※ 会 計 監 査

Ｓ Ａ Ａ ◎ 早 川 滝 徳 ○ 松 永 隆 夫

職 業 分 類 ◎ 丸 山 行 彦 ○ 斎 藤 弘 文 石 橋 育 於

会 員 増 強 ◎ 五十嵐博宣 ○ 小 越 憲 泰 杉 山 幸 英
会長エレクト

◎ 小 林 吾 郎 会 員 選 考 ◎ 荻根澤隆雄 ○ 五十嵐晋三 高 橋 司
○ 丸 山 行 彦

ロータリー情報
資 料 ・ 雑 誌

役員・ 理事 指名 ◎ 柳 取 崇 之 ○ 小 林 吾 郎 石 黒 良 行 歴代会長

クラブ会報・広報 ◎ 渋 谷 政 道 ○ 小 林 卓 哉 落 合 孝 夫 丸 山 鉄 兵

親 睦 ・ 出 席 ◎ 嘉 瀬 一 洋 ○ 野崎喜一郎 伊 藤 浩 志 小 林 仁 志
重 山 直 明 清 水 泰 生 白 鳥 賢 関 義 実

◎ 明 田 川 賢 一 田 久 保 良 中 村 友 昭
○ 嘉 瀬 一 洋

スマイルボックス ◎ 外 山 浩 玲 ○ 松 永 一 義 歸 山 肇 菊 池 渉
白 倉 徳 幸

プ ロ グ ラ ム ◎ 松 永 隆 夫 ○ 長谷川正実 関 川 博 西 山 徳 芳
野 水 靖 之

◎ 安 達 俊 明 ○ 山 田 富 義 船 越 良 則

人 間 尊 重 ◎ 石 倉 政 雄 ○ 近 藤 雄 介 杉 山 幸 英 滝 沢 亮
◎ 石 倉 政 雄 ボランティア活動 中 村 和 彦
○ 近 藤 雄 介 及び環境保全

ロ ー タ リ ー 財 団 ◎ 渡 部 宏 ○ 飯 塚 一 樹 齊 藤 真 澄
◎ 成 田 秀 雄
○ 渡 部 宏 米山記念奨学 ◎ 高 橋 俊 樹 ○ 落 合 孝 夫 中 林 順 一

友 好 ク ラ ブ ◎ 中 村 和 彦 ○ 松 永 隆 夫 佐 野 勝 榮 柳 取 崇 之

ローターアクト ◎ 梨 本 次 郎 ○ 相 場 弘 介 小出子恵出
並 び に ラ イ ラ

安 達 俊 明

松 永 隆 夫
野 水 靖 之
五 十 嵐 博 宣
松 永 隆 夫
嘉 瀬 一 洋
梨 本 次 郎
成 田 秀 雄
石 倉 政 雄

吉井直樹（2年）

渡 辺 良 一

吉 井 直 樹

西山徳芳（3年）

石 黒 良 行

◎

早 川 滝 徳

明 田 川 賢 一

○

2025～2026年度 三条ロータリークラブ 役員・理事・委員会組織表
（◎印は委員長・○印は副委員長）

柳 取 崇 之
小 林 吾 郎

渡辺良一（1年）

船 越 良 則

（クラブ奉仕 A）

落 合 孝 夫

（クラブ奉仕 B）

ク ラ ブ 奉 仕 （ A ）

所 属 小 委 員 会

青 少 年 奉 仕

ク ラ ブ 奉 仕 （ B ）
会長ノミニー

職 業 奉 仕

社 会 奉 仕

国 際 奉 仕

所 属 小 委 員 会

2025～2026年度 三条ロータリークラブ 役員・理事・委員会組織表


